
国指定重要無形民族文化財で、セリ
フはすべて与論の古い方言。竹と紙
で作った大きな仮面を使うのが特徴。

平成 27 年４月からの２年間、与論町役場へ
派遣。初年度は教育委員会で学校教育を担
当し、翌年は商工観光課で観光を担当した。
国指定重要無形民族文化財「十五夜踊り」の
踊り子や、サンゴ祭りの司会を務めるなど歴
史や文化、地域行事を通じて交流を深めた。

写真提供▶一般社団法人 ヨロン島観光協会

　Interview

　

２
年
間
、
人
事
交
流
職
員
と

し
て
与
論
町
役
場
に
勤
務
し
、

公
私
と
も
に
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
、
与
論
十
五
夜
踊
り
の
１
番
組
踊

り
子
と
し
て
、
伝
統
文
化
を
学
べ
た
こ
と

は
私
の
誇
り
で
す
。
日
本
中
に
使
者
を
派

遣
し
、
琉
球
や
大
和
の
文
化
を
集
め
て
作

ら
れ
た
与
論
十
五
夜
踊
り
は
、
島
中
安
穏

や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
踊
り
が
奉
納
さ

れ
る
ほ
か
、
相
撲
大
会
や
獅
子
舞
な
ど
老

若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。

　

ま
た
、
与
論
島
で
一
番
印
象
深
い
の
が

「
お
も
て
な
し
の
文
化
」。
島
入
り
島
立
ち

さ
れ
る
方
に
は
、
歓
迎
か
ら
送
別
ま
で
心

か
ら
お
も
て
な
し
を
す
る
誠
の
島
で
す
。

観
光
業
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

与論町と職員人事交流が実現
平成 27 年４月から２年間

に
開
催
さ
れ
、
日
本
一
楽
し
め
る
マ
ラ
ソ

ン
と
言
わ
れ
る
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

離
島
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
，
０
０
０
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な

り
、来
年
３
月
も
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
残
念
で
す
が
、
密
を
避
け
て
与
論
島
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
シＨ
Ｉ

ＭマＡ
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
を
２
月
に
企
画
し
て
い
る
」

と
紹
介
し
て
く
れ
た
与
論
町
役
場
の
坂
元

課
長
補
佐
。
ま
る
で
天
国
と
称
さ
れ
る
、

与
論
島
の
魅
力
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
は
。

ヨ
ロ
ン
を
知
る

錦
江
町
と

姉
妹
町
の

KINKO

YORON

奄 美 群 島 内 の 5 島 で の
み製造が許可されてい
るという黒糖焼酎、島有
泉。仕込みと割水にサン
ゴ礁からできる与論島
の地下水を使用し、すっ
きりした味わいが人気。
伝統の与論献奉にも欠
かせない黒糖焼酎です。

独特な世界観と映像美で、疲れた
現代人の心を充電する癒し系映画

「めがね」。撮影地のヨロン島には、
今でも多くのファンが訪れます。

毎年３月に開催され、1,000 人以
上が参加する人気イベント。与論
の絶景を見ながら島民の温かいお
もてなしを受けることができる。

グラスボートやダイビング、シー
カヤックなどマリンレジャーが充
実する与論島。空に浮いて見える
SUP はインスタ映え間違いなし！

与論島の名産であるモズクを使っ
た島の名物料理「もずくそば」。
ふんわりと磯の香りが漂う素朴な
味は、お土産品としても大人気。

与論青年団が企画・運営する夏祭
り。船のレースや青年団手作りの
サンゴファイターが登場。島唄や
エイサーで大盛り上がりの夏祭り。

美しい自然はもちろん歴史や文化、そして人が魅力のヨロン

映画「めがね」のロケ地にも

450 年以上続く与論十五夜踊り

ヨロンマラソン充実のマリンレジャー

ヨロンサンゴ祭り

ヨロン定番「もずくそば」

映画ロケ地やドラマの撮影スポット

白い砂浜と透き通るエメラルドブルー
に輝くグラデーションの海は「天国に
一番近い楽園」と呼ばれています。大
潮の干潮時に現れる百合ヶ浜上陸ツ
アーも人気で、 ” 星砂を歳の数だけ拾え
ば幸せになれる ” という言い伝えも！

幻の白い砂浜 「百
ゆ り が は ま

合ヶ浜」
60 を超えるヨロンの美しいビーチ

参加者数 1,000 人超えの人気ぶりサンゴ礁が生み出す奇跡の海

青年団主催！与論島最大の夏祭り

お土産品として大人気の

黒糖焼酎 島
しまゆうせん

有泉

伝統の与論献
けんぽう

奉

与論町役場 町民福祉課  坂元 守 課長補佐

来年３月はヨロンマラソン
が開催できない代わりに「ヨ
ロン SHIMA RUN キャン
ペ ー ン 」 を 開 催！ 2/1 ～
2/28 に来島された方にラン
ニングと観光を楽しんでも
らうお得なプランです。く
わしくは 22 ページに掲載！

ヨロンパナウル王国を紹介

島の東側にある大金久海岸から、沖合い 1.5 キロに出現する幻の白い砂浜が人気。

観光

観光

文化

イベント

特産

自然

伝統焼酎 ＆

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

- 第１章 -
想いを継ぐ

島
と
い
う
独
特
な
環
境
か
ら
生
ま
れ
た
文

化
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
文

化
は
島
民
性
の
表
れ
で
あ
り
、
来
島
す
る

人
や
観
光
客
の
好
感
度
を
上
げ
リ
ピ
ー

タ
ー
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
い
た

い
、
ま
た
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
と
こ

ろ
が
与
論
島
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
美
し
い

自
然
や
絶
景
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
与
論

島
の
人
に
会
い
に
、
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て

も
ら
い
た
い
場
所
で
す
。

交流で深めた人とのつながり

錦江町役場 教育課 牧原 弘弥 主事

一
生
に
一
度
は
訪
れ
た
い
場
所
と
言
わ
れ
る
与
論
島
。

東
洋
の
真
珠
と
例
え
ら
れ
る
「
ヨ
ロ
ン
ブ
ル
ー
」
と
、
人
を
想
う
「
誠
の
島
」。

人
事
交
流
で
深
め
た
つ
な
が
り
か
ら
見
え
た
与
論
の
魅
力
を
２
人
に
聞
き
ま
し
た
。

人事交流で錦江町に派遣された

約90分

　

与
論
島
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
の
が
、
青
い
空
と
白
い
サ
ン
ゴ
礁
。
あ

ま
り
の
美
し
さ
か
ら
「
一
生
に
一
度
は
訪

れ
た
い
場
所
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

60
以
上
あ
る
ビ
ー
チ
で
も
特
に
有
名
な
百

合
ヶ
浜
。
大お
お
か
ね
く

金
久
海
岸
の
沖
合
に
突
如
現

れ
る
白
い
砂
浜
は
、
春
と
夏
の
中
潮
か
ら

大
潮
の
干
潮
時
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
る

奇
跡
の
砂
浜
で
す
。
さ
ら
に
、
透
明
度
の

高
い
海
で
多
く
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
与
論
島
は
、
年
間

７
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
有
数
の

リ
ゾ
ー
ト
地
。
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮

影
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
「
観
光
の
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
与
論
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。２
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、

心
か
ら
の
お
も
て
な
し
文
化
。
あ
の
人
に

会
い
た
い
と
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ

に
、与
論
の
本
当
の
魅
力
が
あ
る
の
で
は
」

と
人
事
交
流
を
振
り
返
る
牧
原
主
事
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
毎
年
３
月
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